
仮装盆踊り【8月 14日】

02　仮装盆踊り＆雄信内夏まつり
03　暮らしのお知らせ／マチの伝言板
05　協力隊通信
06　町民カレンダー

07　こんにちは栄養士です
08　病院だより
09　マチの話題
12　ひとのうごき

今月の内容
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【大人団体・準優勝】
パリピ社協軍団

【大人団体・特別賞】
多文化共生チーム

【大人団体・優勝】
はまなす学園大学

【大人団体・第 3位】
老人クラブ連合会

【子供団体・めんこいで賞】
かりんこヨサコイ

【子供団体・Good で賞】
トイストーリー

【子供団体・キュートで賞】
さとうきょうだい

【個人・アサヒ飲料賞】
ウッディ

仮装盆踊り・雄信内夏まつり
【個人・日の丸旅館賞】
スパイダーマン

【個人・ハローシール会賞】
退勤仕事猫

翌日は雄信内夏まつり！

よさこいや音楽ライブ、
盆踊り

をみんなで楽しみました
♪

今年も仮装盆踊りが開催！ミレニアムパークはたくさんの町民で賑わいました♪
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自
賠
責
︑
切
れ
て

い
ま
せ
ん
か
︖

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
︑
令

和
７
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
29
万

件
︑
死
傷
者
数
は
約
34
万
人
と
︑
国

民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分

で
あ
り
︑
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害

者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
︒

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
︑
す
べ
て

の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
等
１
台
ご
と
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
︑
加

害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と

で
︑
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保

障
す
る
制
度
で
あ
り
︑
被
害
者
の
救

済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

　

一
人
一
人
が
︑
よ
り
一
層
自
賠
責

　

町
立
病
院
で
は
︑
こ
れ
ま
で
テ
レ

ビ
カ
ー
ド
を
事
前
に
購
入
い
た
だ

き
︑
Ｔ
Ｖ
・
冷
蔵
庫
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
︑
11
月
16
日

よ
り
日
額
制
へ
と
移
行
を
い
た
し
ま

す
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
テ
レ
ビ
カ
ー
ド
の

度
数
が
な
く
な
る
た
び
に
新
た
な

カ
ー
ド
を
買
う
必
要
が
な
く
な
り
︑

ま
た
︑
退
院
時
に
カ
ー
ド
の
残
っ
た

度
数
の
清
算
が
で
き
な
い
と
い
っ
た

皆
様
の
ご
不
満
に
お
答
え
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
Ｔ
Ｖ+

冷
蔵
庫
セ
ッ

制
度
の
役
割
や
重
要
性
︑
保
険
金
・

共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を

十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
︒

■
未
加
入
・
未
更
新
で
乗
る
と
︑
懲
役

ま
た
は
罰
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
︕

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
︑
万
一
の

自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
︑
自
動
車
損
害

賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
︑
原
動
機
付

自
転
車
︵
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
・
モ

ペ
ッ
ト
︶
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
︕

　

四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
︑
特

に
︑
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄ 
以

下
の
バ
イ
ク
︵
原
動
機
付
自
転
車
・

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
二

輪
自
動
車
︶
の
︑
未
加
入
・
未
更
新

に
ご
注
意
を
!!

　

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
︑

国
土
交
通
省
自
賠
責
保
険
・
共

済
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
︵https://

w
w

w
.m

lit.go.jp
/jidosha/

jibaiseki/

︶
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

町
立
病
院

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
０
５
８

Ｔ
Ｖ・
冷
蔵
庫
の
日
額
制
取
扱
開
始

ト
プ
ラ
ン
︓
３
３
０
円
／
日
︵
税

込
︶︑
冷
蔵
庫
プ
ラ
ン
︓
２
４
２
円

／
日
︵
税
込
︶︑
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ン
︓

２
８
６
円
／
日
と
︑
患
者
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒

　

い
ず
れ
か
の
プ
ラ
ン
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
︑
病
院
ス
タ
ッ
フ
に

申
出
願
い
ま
す
︒
サ
ー
ビ
ス
提
供
元

で
あ
る
㈱
パ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
と
契
約

を
締
結
い
た
だ
き
︑
使
用
日
数
に
応

じ
た
料
金
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
︑
若

し
く
は
後
日
当
該
業
者
よ
り
送
付
さ

れ
る
請
求
書
に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
等
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
︑

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
詳
し
く
は
︑
町
立
病

院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
︒
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令
和
８
年
度
の
全
国
労
働
衛
生
週
間

が
﹁
ひ
と
り
ひ
と
り
が
貴
重
な
人
材　

心
も
体
も
健
や
か
に　

み
ん
な
い
き
い

き
健
康
職
場
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
︑
10

月
１
日
︵
木
︶
～
７
日
︵
水
︶
を
本
週

間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
︒

　

こ
の
機
会
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
場

に
お
い
て
︑
自
主
的
労
働
衛
生
管
理
活

動
の
一
層
の
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
︒

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
︵
７
３
︶
０
７
７
７

全
国
労
働
衛
生
週
間

11月号へ掲載を

希望する方は、

10月14日（水）
までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

自
衛
官
等
募
集

の

ご

案

内

■
２
等
陸
・
海
・
空
士

︽
資
格
︾
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

︵
32
歳
の
方
は
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
︑
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
︶

︽
受
付
期
間
︾
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
お
り
ま
す
︒

︽
試
験
期
日
︾
受
付
時
又
は
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

︽
試
験
会
場
︾
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
︒

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

︽
資
格
︾

・
推
薦
︓
男
子
で
中
卒
︵
見
込
含
︶

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会

活
動
等
に
顕
著
な
成
績
を
修
め
︑
学

校
長
が
推
薦
で
き
る
者

・
一
般
︓
男
子
で
中
卒
︵
見
込
含
︶

17
歳
未
満
の
者

︽
受
付
期
間
︾

・
推
薦
︓
10
月
１
日
︵
木
︶
～
11
月

27
日
︵
金
︶

・
一
般
︓
10
月
１
日
︵
木
︶
～
令
和

９
年
１
月
14
日
︵
木
︶

︽
試
験
期
日
︾

・
推
薦
︓
︻
一
次
︼
令
和
９
年
１
月

９
日
︵
土
︶
～
11
日
︵
月
祝
︶
※
い

ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
︒

・
一
般
︓
︻
一
次
︼
令
和
９
年
１
月

23
日
︵
土
︶・
24
日
︵
日
︶︑︻
二
次
︼

２
月
11
日
︵
木
祝
︶
～
14
日
︵
日
︶

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
︒

︽
試
験
会
場
︾
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
︒

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地

域
事
務
所

〒
０
９
７-

０
０
０
１

稚
内
市
末
広
５
丁
目
６
番
１
号　

稚

内
地
方
合
同
庁
舎
５
階

☎
０
１
６
２
︵
３
３
︶
１
２
２
７

効力発生日：令和 8 年 10 月 1 日

1,131円

時間額

北海道の事業場で働くすべての労働者（会社員、
パート、アルバイトの方、学生さんなど働くすべ
ての人）及びその使用者に適用される「北海道最
低賃金」が改定されました。

●最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手
当、臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金
は算入されません。
●最低賃金以上の賃金を支払わない場合は、最低
賃金法違反として処罰されることがあります。
●鉄鋼業で働く方には、北海道の特定（産業別）
最低賃金が適用されます。

北海道最低賃金北海道最低賃金



　天塩町地域おこし隊の小林です。着任より約１ヶ月、あっ
という間に過ぎました。
　今回は佐久間隊員とともに進めている活動について書い
てみようと思います。いま進めている活動は、大きく分け
て①天塩町の植生調査と記録、②啓徳小中学校の活用にむ
けた取り組み、③作品制作、の３つあります。

　まずは①天塩町の植生調査と記録について。
　天塩町には、豊かな植生がたくさんあります。しかし、
近隣の町と比較して、その記録データが圧倒的に少ない（豊
富町の 1/7、中川町の 1/13、幌延町の 1/38）事実があ
ります。この植生は、数年で入れ替わってしまう可能性が
あるうえ、最近は外来種に追いやられてその流れが加速し
ています。
　そこで、「さく葉

よう

標本」という押し花の標本を作って、
記録に残していく活動を進めています。植物を採取し、新
聞紙にはさみ、押し花にして乾燥させて、A3 の台紙に貼
る、といった気軽なものです。が、実はちゃんと国際規格
に沿っておりれっきとした学術標本になります（最近では、
朝ドラ「らんまん」でテーマとして取り上げられていまし
た）。
　来年を目標に、ワークショップなどの形でみなさんにも
楽しんでいただけるよう、準備を進めています（植生調査
へ出向いたり、採取の許可取りをしたり）。目標は、標本
づくりの体験ができる「植物標本館（ハーバリウム）」の
設立です。町内町外問わず、交流の場のひとつのかたちと
して実を結べるよう、一歩ずつ勉強していきます。　地域おこし協力隊の前川です。

　９月 24 日（木）から 10 月 11 日（日）までの期間、
天塩町社会福祉会館２階小会議室において、宗谷管内巡回
展「宗谷と天塩のヒグマ」を開催いたします。
　近年、北海道のみならず全国的にクマに関する関心が高
まっている状況を踏まえ、「ヒグマと人間の関わり」に焦
点を当て、考古学・生物学・歴史学・郷土史など多様な視
点から、各地域におけるヒグマとの関わりを紹介する内容
となっています。興味・関心のある皆さまにおかれまして
は、ぜひ会場へお越しください。
　なお、会場は天塩町社会福祉会館となります。また、展
示期間は約２週間と短いため、お見逃しのないようご注意
ください。

　９月から天塩町地域おこし協
力隊（酪農担当・業務委託型）
として着任いたしました、広島
県出身の三宅克佳（みやけ・か
つよし）と申します。酪農学園
大学を卒業後、飲食業で勤務し
た後、酪農業を 11 年間、行っ

《宗谷管内巡回展「宗谷と天塩のヒグマ」》
会場︓天塩町社会福祉会館　２階小会議室
期間︓９月 24 日（木）～ 10 月 11 日（日）
開館時間︓10:00 ～ 18:00
休館日︓月曜日（９月 28 日、10 月５日）

着任して 1 ヶ月が経ちました

着任のご挨拶

巡回展開催のご案内

　そして、②啓徳小中学校の活用にむけた取り組みについ
て。
　将来の活用を考えながら、少しずつ内部の掃除を進めて
います（虫の量がすごい︕）。地域のみなさまの思い入れ
がある場所ということと、法律的にいろいろあるとのこと
で、今後活用の方向性は話し合いを通じて決まっていくよ
うです。地域コミュニティの場にできたらいいな、と個人
的に思っております。

　わたしたちそれぞれの作品制作についてはまた今後、書
こうと思います。少しずつ進んでまいりますので、引き続
きよろしくお願いいたします。

ておりました。酪農実務で経験してきたことを生かして、
天塩町での新規就農を目指す方々に寄り添い、支えるよう
な活動を目指していきます。天塩町はまだ分からないこと
が多いので農家や地域の皆様に教えていただきながら、天
塩町の酪農の担い手のために尽力できるよう頑張っていき
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

※入り口では、受付名簿にお名
前等をご記入のうえ、会場へお
入りください。
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

9月 27 28 29 3010 月 1 2 3
● 10 月粗大ごみ収集
申し込み締切日
●幼年消防クラブ
防火歩行パレード

10 時 15 分

●10 月粗大ごみ収集日 ○天塩中学校祭
●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・ 優良　13 時
・ 一般　14 時
・ 違反　15 時 30 分

4 5 6 7 8 9 10
+ 糖尿病内科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

●母子寡婦会バス停
サロン
［6 丁目バスターミナル］

11 時～ 15 時
●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 優良　13 時

●町民文化祭 （作品
展示会）
［ 社 会 福 祉 会 館 ］
○天塩小学芸会 （一
般公開日）
●運転免許更新時講習
［遠別町生涯学習セ
ンターマナピィ21］
・ 優良　13 時

11《スポーツの日》 12 13《町内回覧日》 14 15 16 17
●町民文化祭 （作品
展示会）
［ 社 会 福 祉 会 館 ］

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

○託児の日
☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時
●天塩町消防団秋の
非常招集訓練

19 時

18 19 20 21 22 23 24
+ 産婦人科外来

25 26 27 《町内回覧日》 28 29 30 31
●町民文化祭（舞台
発表会）・天塩町敬老
会
[ 社 会 福 祉 会 館 ]
○天塩小開校記念日

+ 眼科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+ 小児科外来
○乳児健診

9 時 10 分～

令和 8 年 令和 8 年   　  　月月1010
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・10 月の回覧日は 14 日と 28 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月



こんにちは栄養士です
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現
代
の
食
卓
は
︑
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
や
核
家
族
化
が
進
み
︑
昔
の
よ
う
に

家
族
み
ん
な
で
時
間
を
か
け
て
準
備
し
︑

伝
統
的
な
郷
土
料
理
を
伝
え
る
と
い
う
環

境
が
作
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
︒ま
た
︑

手
軽
で
便
利
な
顆
粒
だ
し
や
調
味
料
が
あ

ふ
れ
て
い
る
た
め
︑
本
物
の
昆
布
や
か
つ

お
節
か
ら
出
る
﹁
本
来
の
う
ま
味
﹂
に
触

れ
る
機
会
自
体
が
︑
大
人
も
子
ど
も
も
自

然
と
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
︒

　

和
食
文
化
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と

は
︑
決
し
て
昔
の
手
間
暇
の
か
か
る
食
生

活
に
戻
す
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
現
代
の
便
利
な
暮
ら
し
に
上
手
に
合

わ
せ
な
が
ら
︑
本
物
の
知
恵
を
次
の
世
代

へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
こ
と
で
す
︒

そ
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
和
食
の
基
本
で
あ

る
昆
布
や
か
つ
お
節
な
ど
の
﹁
だ
し
﹂
で

す
︒
本
物
の
素
材
か
ら
と
っ
た
﹁
だ
し
﹂

に
は
︑
人
工
的
に
は
作
れ
な
い
豊
か
な
香

り
と
︑
じ
ん
わ
り
と
体
に
染
み
渡
る
深
い

﹁
う
ま
味
﹂
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の
本
来
の

う
ま
味
を
一
度
体
験
す
る
と
︑
子
ど
も
た

ち
の
味
覚
は
豊
か
に
育
ち
︑
素
材
そ
の
も

次世代につなげよう！
和食文化ではぐくむ「生きる力」

　

毎
日
の
食
事
は
︑
私
た
ち
の
体
だ
け
で

な
く
︑
心
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
は
ぐ
く

む
大
切
な
営
み
で
す
︒

　

と
く
に
︑四
季
折
々
の
食
材
を
生
か
し
︑

地
域
の
暮
ら
し
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た

﹁
和
食
﹂
に
は
︑
先
人
の
文
化
や
健
康
に

生
き
る
た
め
の
知
恵
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
ま
す
︒

　

天
塩
の
春
は
山
菜
︑
夏
は
し
じ
み
︑
秋

は
鮭
︑
冬
は
カ
ジ
カ
な
ど
︙
︒
留
萌
管
内

は
︑
豊
か
な
自
然
と
美
味
し
い
食
材
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
︒
食
卓
を
通
じ
て
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
︑
町

の
素
晴
ら
し
い
財
産
で
す
︒

　
﹁
子
ど
も
に
は
手
づ
く
り
の
和
食
を
食

べ
さ
せ
た
い
け
れ
ど
︑
毎
日
忙
し
く
て
そ

ん
な
余
裕
が
な
い
﹂﹁
野
菜
や
魚
を
食
べ

て
く
れ
な
い
﹂﹁
市
販
の
顆
粒
だ
し
に
頼
っ

て
い
て
︑
こ
れ
で
い
い
の
か
な
︖
と
罪
悪

感
が
あ
る
﹂
な
ど
︑
子
育
て
や
仕
事
に
追

わ
れ
る
現
代
の
親
世
代
に
と
っ
て
︑
丁
寧

な
食
育
や
和
食
づ
く
り
は
少
し
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
感
じ
ら
れ
る
の
が
現
実
で
す
︒

ま
ず
は
大
人
の
食
卓
か
ら
。

未
来
へ
つ
な
ぐ

〝
食
べ
る
こ
と
〞

完
璧
じ
ゃ
な
く
て
大
丈
夫
！

「
本
物
の
う
ま
味
」
を味方

に

そ
の
原
因
はど

こ
に
あ
る
？

今
日
か
ら
で
き
る

５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
！

親
世
代
の
リ
ア
ル
な
悩
み

〜
こ
ん
な
「
モ
ヤ
モ
ヤ
」

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

の
の
味
を
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
︵
偏
食

の
解
消
︶
に
な
り
ま
す
︒
さ
ら
に
︑﹁
だ

し
の
う
ま
味
﹂
が
素
材
を
引
き
立
て
て
く

れ
る
た
め
︑塩
分
が
控
え
め
で
あ
っ
て
も
︑

美
味
し
く
満
足
で
き
る
味
に
仕
上
が
り
ま

す
︒

　

大
人
自
身
が
ラ
ク
を
し
な
が
ら
健
康
に

な
り
︑
子
ど
も
た
ち
の
﹃
生
き
る
力
︵
自

立
や
豊
か
な
感
性
︶﹄
を
は
ぐ
く
む
︒
そ

れ
こ
そ
が
︑
今
必
要
と
さ
れ
る
“大
人
の

食
育
”で
す
︒

　

ま
ず
は
︑
誰
で
も
す
ぐ
に
で
き
る
簡
単

な
一
歩
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
︒

●
麦
茶
用
ボ
ト
ル
に
水
５
０
０
㎖
と
昆
布

10
ｇ
を
入
れ
る
だ
け
の
簡
単
極
上
昆
布
だ

し
づ
く
り
︕

●
み
そ
汁
の
仕
上
げ
に
小
袋
の
か
つ
お
節

を
そ
の
ま
ま
ト
ッ
ピ
ン
グ
︕

●
季
節
や
行
事
に
合
わ
せ
て
旬
の
食
材
を

１
品
プ
ラ
ス
︕

●
食
卓
で
は
ス
マ
ホ
を
手
放
し
︑
心
を
こ

め
て
﹁
い
た
だ
き
ま
す
﹂﹁
美
味
し
い
ね
﹂

﹁
ご
ち
そ
う
さ
ま
﹂
を
合
い
言
葉
に
︕

●
地
域
の
人
た
ち
に
食
材
の
調
達
方
法
や

美
味
し
い
食
べ
方
を
聞
い
て
み
よ
う
︕

　
　

　

一
緒
に
作
っ
て
食
べ
︑誰
か
に
伝
え
る
︒

小
さ
な
行
動
の
積
み
重
ね
が
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
感
性
や
人
間
力
を
は
ぐ
く
み
︑

生
き
る
力
を
育
て
ま
す
︒

環環

輪輪
和和

和食がはぐくむ

３つの「わ」

【環境の「環」】
天塩・留萌管内・

北海道の自然の恵み、
豊かな「旬」を五感で味わう！

【人の「輪」】
家族や地域で食卓を囲み、

温かくて「美味しい記憶」を残す！

【和食文化の「和」】
「だし」の知恵と感謝の心。
子どもたちの生きる力へ！
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感染症は冬だけじゃない！
～今年の流行から考える感染対策～

　

今
年
は
夏
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
︑

天
塩
で
は
朝
晩
の
冷
え
込
み
に
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
︒
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
気
温
が
下
が
り
︑

室
内
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
て
く
る
と
︑

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
に
も
︑

よ
り
注
意
が
必
要
な
季
節
を
迎
え
ま
す
︒

　

今
年
度
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
︑
感
染
症

の
流
行
が
必
ず
し
も
こ
れ
ま
で
の
季
節
の

イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
で
は
な
い
こ
と
で
す
︒

北
海
道
で
は
８
月
下
旬
の
時
点
で
︑
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
点
当
た
り
報
告
数
が
流

行
入
り
の
目
安
を
超
え
ま
し
た
︒
ま
た
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
報
告
数

も
前
週
か
ら
増
加
し
て
お
り
︑
季
節
を
問

わ
ず
引
き
続
き
注
意
が
必
要
で
す
︒

　

さ
ら
に
︑
今
年
は
手
足
口
病
の
流
行
も

み
ら
れ
︑
８
月
下
旬
に
は
北
海
道
全
体
で

警
報
レ
ベ
ル
を
超
え
︑
留
萌
保
健
所
管
内

で
も
多
く
の
患
者
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
︒

手
足
口
病
は
子
ど
も
に
多
い
感
染
症
で
す

が
︑大
人
が
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
近
年
は
︑﹁
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
冬
﹂﹁
手
足
口
病
は
夏
﹂
と
い
っ

た
従
来
の
季
節
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
︑

感
染
症
の
流
行
を
予
測
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
流
行

し
て
か
ら
対
策
を
始
め
る
の
で
は
な
く
︑

日
頃
か
ら
基
本
的
な
感
染
対
策
を
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
︒

　

感
染
症
対
策
は
︑
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
す
︒
日

常
生
活
の
中
で
︑
次
の
こ
と
を
意
識
し
て

み
ま
し
ょ
う
︒

●
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
︓
外
出
後
や
食

事
・
調
理
の
前
︑
ト
イ
レ
の
後
な
ど
に

は
︑
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
︒

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る
︓
咳
や
く

し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
︑
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
︑
周
囲
に
感
染
を

広
げ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

●
こ
ま
め
に
換
気
す
る
︓
寒
く
な
る
と
窓

を
閉
め
切
り
が
ち
で
す
が
︑
室
内
の
空
気

を
入
れ
替
え
る
こ
と
も
呼
吸
器
感
染
症
の

対
策
に
つ
な
が
り
ま
す
︒
無
理
の
な
い
範

囲
で
︑
定
期
的
な
換
気
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
︒

●
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い
︓

発
熱
だ
け
で
な
く
︑
咳
や
の
ど
の
痛
み
︑

鼻
水
︑
倦
怠
感
な
ど
︑
い
つ
も
と
違
う
症

状
が
あ
る
と
き
に
は
無
理
を
せ
ず
休
養

し
︑
人
と
の
接
触
を
で
き
る
だ
け
控
え
ま

し
ょ
う
︒

　

ま
た
︑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

も
︑
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
︒
ワ
ク
チ
ン

に
は
︑
発
症
す
る
可
能
性
を
低
く
す
る
こ

と
に
加
え
︑
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
︒
特
に
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
な
ど
︑
重
症
化
の
リ
ス
ク
が

高
い
方
は
︑
予
防
接
種
に
つ
い
て
早
め
に

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
︒

　

そ
し
て
︑
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
注
意

し
た
い
の
が
︑
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ

る
感
染
性
胃
腸
炎
で
す
︒
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

は
感
染
力
が
強
く
︑
家
庭
内
で
一
人
が
感

染
す
る
と
周
囲
へ
広
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒
特
に
︑
ト
イ
レ
の
後
︑
食
事
や
調
理

の
前
︑
嘔
吐
物
や
排
泄
物
を
処
理
し
た
後

に
は
︑
石
け
ん
と
流
水
に
よ
る
丁
寧
な
手

洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
︒
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
手
指
消
毒
は
︑
石
け
ん
と
流
水
に
よ

る
手
洗
い
の
代
わ
り
に
は
な
ら
な
い
た

め
︑
手
洗
い
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
︒

　

当
院
で
は
︑
院
内
で
の
感
染
拡
大
を
防

ぎ
︑
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た

だ
く
た
め
︑
発
熱
や
咳
︑
の
ど
の
痛
み
な

ど
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
あ
る
場
合

に
は
︑
直
接
来
院
せ
ず
︑
事
前
に
病
院
へ

電
話
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
︒
症
状

な
ど
を
確
認
し
た
う
え
で
︑
受
診
方
法
を

ご
案
内
し
ま
す
︒
ご
自
身
だ
け
で
な
く
︑

他
の
患
者
さ
ん
を
感
染
か
ら
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
︑
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

　

感
染
症
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い

も
の
の
︑
一
人
ひ
と
り
が
基
本
的
な
感
染

対
策
を
続
け
る
こ
と
で
︑
感
染
が
広
が
る

リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
︒
自

分
自
身
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑
高
齢

者
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
︑
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
な
ど
︑
感
染
症
に
よ
っ
て
重
症
化
し

や
す
い
人
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
︒
こ
れ
か
ら
迎
え
る
天
塩
の
長
い
冬
を

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
も
︑
今
一
度
︑
毎

日
の
感
染
対
策
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
︒

︵
院
内
感
染
対
策
委
員
会　

高
田
寛
子
︶

感
染
症
対
策
の

基
本
を
も
う
一
度

冬
は
感
染
性

胃
腸
炎
に
も
注
意

発
熱
な
ど
の

症
状
が
あ
る
方
へ

No.116
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８
月
16
日
︑
化
石
採
集
や
地
質
調
査

な
ど
の
地
学
研
究
を
行
っ
て
い
る
北

海
道
大
学
の
サ
ー
ク
ル
﹁
シ
ュ
マ
の

会
﹂
の
メ
ン
バ
ー
を
講
師
と
し
て
招
い

た
﹁
た
の
し
い
化
石
教
室
﹂
が
社
会
福

祉
会
館
で
開
催
さ
れ
︑
未
就
学
児
を
含

む
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
︒
白
亜
紀
の

北
海
道
は
海
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
化
石
の
宝
庫
で
あ
る
と
説
明

し
た
あ
と
︑
本
物
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化

石
を
石
の
中
か
ら
取
り
出
す
作
業
を
体

験
︒
保
護
者
や
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
の

助
け
も
借
り
な
が
ら
︑
金
槌
と
鏨
︵
た

が
ね
︶
を
使
っ
て
化
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
︒

　

８
月
22
日
︑
北
海
道
立
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
出
前
講
座
が
町
社
会
福
祉

会
館
に
て
開
催
さ
れ
︑
小
学
生
５
名
︑
大

人
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
︒
同
セ
ン
タ
ー

の
倉
橋
直
孝
さ
ん
が
講
師
と
し
て
天
塩
町

の
遺
跡
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
︑
参
加
者

が
道
内
で
発
掘
さ
れ
た
縄
文
土
器
や
石

鏃
・
石
斧
・
ヒ
ス
イ
製
玉
の
実
物
を
触
り
︑

生
じ
た
疑
問
な
ど
に
解
説
を
し
ま
し
た
︒

続
い
て
︑
参
加
者
は
千
歳
市
キ
ウ
ス
４
遺

跡
出
土
ヒ
ス
イ
製
勾
玉
を
ま
ね
て
︑
滑
石

を
材
料
に
勾
玉
製
作
に
挑
戦
︒講
師
か
ら
︑

縄
文
時
代
に
お
い
て
︑
ヒ
ス
イ
の
石
材
は

新
潟
県
糸
魚
川
エ
リ
ア
で
産
出
さ
れ
る
も

の
が
使
用
さ
れ
︑
こ
の
エ
リ
ア
で
玉
に
形

作
ら
れ
た
も
の
が
全
国
の
遺
跡
か
ら
出
土

す
る
こ
と
か
ら
︑
縄
文
時
代
の
交
流
の
一

端
が
わ
か
る
と
説
明
を
聴
き
ま
し
た
︒

　

８
月
14
日
︑
天
塩
警
察
署
で
交
通

安
全
旗
の
貸
与
式
が
行
わ
れ
︑
天
塩

小
４
年
生
の
岸
山
美
冬
さ
ん
が
山
森

署
長
に
の
ぼ
り
旗
を
手
渡
し
ま
し

た
︒の
ぼ
り
旗
に
書
か
れ
た
標
語﹁
自

転
車
も　

標
識
守
ろ
う　

車
の
仲

間
﹂
は
岸
山
さ
ん
が
考
案
し
た
作
品

で
︑
町
交
通
安
全
協
会
の
主
催
で
実

施
さ
れ
た
﹁
天
塩
町
交
通
安
全
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
に
お
い
て
大
賞
に
選

ば
れ
た
も
の
で
す
︒
岸
山
さ
ん
は
自

分
の
作
品
が
採
用
さ
れ
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
︑
少
し
照
れ

く
さ
そ
う
な
様
子
で
し
た
︒
こ
の
旗

は
︑
夏
の
交
通
安
全
運
動
の
開
始
に

合
わ
せ
て
町
内
各
所
に
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
︒

化石クリーニングを体験

勾玉つくり体験から考古学を学ぶ

天小生の標語がのぼり旗に

▲化石クリーニングを体験した子どもたち

▲出前講座で勾玉つくり体験を行った参加者

▲標語を考案した岸山さん（中央）

　
天
塩
と
遠
別
の
中
学
生
で
構
成
さ
れ
る

合
同
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
﹁
遠
別
Ｖ
Ｂ

Ｃ
﹂
の
男
子
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
三
橋
星

太
さ
ん
︑工
藤
瑛
主
さ
ん
︑湯
澤
祥
太
さ
ん
︑

吉
田
征
叶
さ
ん
︑
コ
ー
チ
の
三
橋
優
樹
さ

ん
が
８
月
21
日
に
吉
田
町
長
の
も
と
を
訪

れ
︑
８
月
５
～
７
日
に
か
け
て
江
別
市
で

行
わ
れ
た
中
体
連
で
の
男
子
３
位
入
賞
︑

ま
た
９
月
26
～
27
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ

る
﹁
Ｊ
Ｖ
Ａ
第
29
回
全
国
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
﹂
へ
の
出
場
報
告
を
行
い
ま

し
た
︒
主
将
の
三
橋
さ
ん
は
﹁
全
国
大
会

は
初
め
て
の
経
験
で
す
が
︑
そ
こ
で
戦
え
る

力
は
十
分
持
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
︑
し
っ

か
り
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
自
分
の
力
を

出
し
切
っ
て
勝
ち
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
で
す
﹂
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
︒

天中生バレー全国大会出場

▲全国大会に出場する天塩中学校の生徒
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８
月
26
日
︑﹁
児
童
虐
待
防
止
対
策

研
修
会
﹂
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
︑
町
内
外
の
保
健
師
・
教
員
・

保
育
士
な
ど
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
︒

旭
川
児
童
相
談
所
子
ど
も
支
援
課
主
幹

の
下
村
朋
史
氏
に
よ
る
講
演
で
は
︑
虐

待
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
に
出
会
っ
た
時

の
対
応
に
つ
い
て
︑
実
際
に
保
護
に

至
っ
た
事
例
も
交
え
な
が
ら
︑
児
童
虐

待
は
現
在
だ
け
で
な
く
将
来
に
渡
り
悪

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
︑
子
ど
も
の
安
全

を
第
一
に
考
え
て
行
動
す
る
必
要
が
あ

る
と
説
明
︒
講
演
後
︑
母
親
か
ら
暴
力

を
受
け
た
と
訴
え
る
児
童
へ
の
対
応
を

想
定
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ

れ
︑
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
真

剣
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
︒

児 童 虐 待 防 止 を 学 ぶ

▲グループワークの様子

　

８
月
29
日
︑
天
塩
高
校
で
﹁
一
日
防
災

学
校
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
全
校
生
徒
・
消
防

職
員
・
自
衛
隊
員
・
近
隣
住
民
な
ど
約

１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
︒
生
徒
ら
は

体
育
館
で
テ
ン
ト
型
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
︑
簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど

の
組
立
・
設
置
を
体
験
し
た
後
︑
震
度
５

強
の
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
最
大
８
メ
ー
ト

ル
の
津
波
を
想
定
し
た
校
舎
屋
上
へ
の
避

難
訓
練
を
実
施
︒
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ

ム
﹁@

ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
カ
ナ
ル

InfoCanal

﹂
の
配
信
を
見
て
避

難
し
て
き
た
近
隣
住
民
の
誘
導
も
行
い
︑

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
︒

　

８
月
31
日
︑
管
内
の
小
中
学
生
が
所

属
す
る
野
球
チ
ー
ム
﹁
羽
幌
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
﹂
の
天
塩
メ
ン
バ
ー
が
吉
田
町
長

の
も
と
を
訪
れ
︑
９
月
中
に
開
催
さ
れ

る
２
つ
の
全
道
大
会
へ
の
出
場
報
告
を

行
い
ま
し
た
︒
主
将
の
宍
戸
皓
哉
さ
ん

︵
中
学
２
年
生
︶
は
﹁
誰
よ
り
も
声
を

出
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま

す
﹂
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
︒

　

ま
た
９
月
３
日
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

少
年
団
﹁
天
塩
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
﹂
の
団

員
ら
が
︑
９
月
12
・
13
日
に
深
川
市
で

開
催
さ
れ
る
﹁
第
24
回
北
海
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
﹂

の
出
場
報
告
に
訪
れ
︑
主
将
の
松
本
朝

日
さ
ん
︵
小
学
６
年
生
︶
は
﹁
力
を
合

わ
せ
て
優
勝
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
﹂

と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
︒

全 道 大 会 へ 続 々 出 場

天
高
生
が
自
衛
隊
と

「
サ
バ
ゲ
ー
」
で
交
流

▲（上）ダンボールベッドを組み立てる生徒ら
（下）サバイバルゲームを楽しむ様子

▲（上）羽幌フェニックスの天塩メンバー、（下）天塩フェニックスの出場メンバー

　

午
後
か
ら
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

天
塩
町
自
衛
隊
協
力
会
主
催
に
よ
る
サ
バ

イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
︒
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
︑
昨
年
９
月
に
開

か
れ
た
﹁
天
塩
ま
ち
づ
く
り
・
高
大
連
携

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
５
﹂
の
な
か
で
提

案
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
実
現
し
た
も
の
で

す
︒
ゲ
ー
ム
に
は
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
式
の

安
全
な
光
線
銃
を
使
用
し
︑
陸
上
自
衛
隊

第
26
普
通
科
連
隊
︵
留
萌
市
︶
の
隊
員
ら

が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

後
︑
一
般
参
加
者
や
高
校
生
ら
が
５
人
１

組
と
な
っ
て
ゲ
ー
ム
を
体
験
︒
フ
ィ
ー
ル

ド
に
設
置
さ
れ
た
バ
リ
ケ
ー
ド
を
利
用
し

て
身
を
隠
し
な
が
ら
の
緊
張
感
あ
る
バ
ト

ル
を
︑時
間
の
許
す
限
り
楽
し
み
ま
し
た
︒

８月12日～9月9日
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９
月
６
日
︑
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス

︵
海
岸
通
４
︶
で
恒
例
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
﹁Te to Te+

︵
テ
ト

テ
プ
ラ
ス
︶﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

今
回
は
こ
ど
も
縁
日
と
し
て
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
や
射
的
ゲ
ー
ム
が
設
置
さ

れ
︑
ビ
ー
ズ
リ
ー
ス
作
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
︑
旭
川
市
の
た
こ
や
き
店

﹁
音お

ん
こ
ー
ど

Code

﹂
の
出
店
︑
天
塩
警
察

署
に
よ
る
パ
ト
カ
ー
の
展
示
︑
そ
し

て
昨
年
11
月
に
も
や
っ
て
き
た
名
寄

市
の
﹁Tokonom

a

﹂
が
再
び
ミ
ニ

四
駆
サ
ー
キ
ッ
ト
を
設
置
︒
そ
の
場

で
購
入
し
た
キ
ッ
ト
を
組
み
立
て
て

コ
ー
ス
を
走
行
さ
せ
︑
大
人
も
子
ど

も
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
︒

　

９
月
５
日
︑
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
今

年
度
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

会
場
で
は
天
塩
町
と
興
北
建
設
株
式
会

社
︵
留
萌
市
︶
に
よ
る
﹁
無
人
航
空
機
の

活
用
に
関
す
る
協
定
書
﹂
の
調
印
式
が
行

わ
れ
︑
災
害
時
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な

ど
に
つ
い
て
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
協
力

連
携
を
行
う
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
︒
ド

ロ
ー
ン
の
飛
行
展
示
も
行
わ
れ
︑
50
㎏
ほ

ど
の
救
援
物
資
を
吊
り
下
げ
た
ド
ロ
ー
ン

が
浮
か
び
上
が
る
と
︑
見
学
に
来
た
町
民

ら
か
ら
﹁
お
お
っ
﹂
と
驚
き
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
︒

　
﹁
大
雨
災
害
あ
な
た
は
大
丈
夫
︖
﹂
と

　

９
月
８
日
︑
町
教
育
委
員
会
主
催

に
よ
る
﹁
桂
三
四
郎
・
柳
亭
小
痴
楽

落
語
会
﹂
が
社
会
福
祉
会
館
で
開
催

さ
れ
︑
約
70
名
が
来
場
し
ま
し
た
︒

３
名
の
落
語
家
が
登
壇
し
︑
桂
源
太

氏
は
ふ
ぐ
鍋
を
食
べ
た
い
が
毒
に
あ

た
る
の
を
恐
れ
る
２
人
の
ド
タ
バ
タ

を
描
い
た
﹁
ふ
ぐ
鍋
﹂
を
︑
柳
亭
小

痴
楽
氏
は
鏡
を
見
た
こ
と
が
な
い
夫

婦
が
勘
違
い
の
果
て
に
大
喧
嘩
に
発

展
し
て
し
ま
う
﹁
松
山
鏡
﹂
を
︑
桂

三
四
郎
氏
は
酔
っ
払
い
の
亭
主
が
妻

に
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
振
り
回
す
も

最
後
に
本
音
を
聞
か
れ
て
し
ま
う

﹁
替
わ
り
目
﹂
を
演
じ
︑
会
場
は
和

や
か
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
︒

ミニ四駆サーキットが登場

令

和

８

年

度

防

災

訓

練

三 四 郎・ 小 痴 楽 落 語 会

▲コースを周回するミニ四駆を眺める子どもたち

▲協定書を持つ吉田町長と興北建設㈱の原田欣典代表取締役

▲物資を持ち上げるドローン ▲自衛隊のオートバイに跨る子ども

▲（左）桂三四郎氏、（右上）柳亭小痴楽氏、（右下）桂源太氏

題
し
た
講
話
で
は
︑
国
内
で
発
生
し
た
大

雨
災
害
を
例
に
︑
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
被

害
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
被
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
︑
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
こ
む
﹁
正
常

性
バ
イ
ア
ス
﹂
が
逃
げ
遅
れ
に
繋
が
る
こ

と
︑
周
り
の
判
断
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る

﹁
同
調
性
バ
イ
ア
ス
﹂
を
利
用
し
て
隣
近

所
に
声
を
掛
け
合
い
一
緒
に
避
難
す
る
こ

と
︑
ま
た
家
庭
で
日
頃
か
ら
で
き
る
備
え

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
︒

　

駐
車
場
で
は
自
衛
隊
車
両
や
消
防
車

両
︑
装
備
品
の
展
示
が
行
わ
れ
︑
乗
車
し

て
み
た
り
記
念
撮
影
を
し
た
り
す
る
人
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
︒
講
話
の
後
に
は
︑
自

衛
隊
の
炊
き
出
し
設
備
で
調
理
さ
れ
た
牛

丼
と
チ
ュ
ロ
ス
︵
ド
ー
ナ
ツ
︶
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
︒



広
報
て
し
お
10
月
号
（
N
O
.831）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

企
画

商
工

課
広

報
情

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
︑
ご
了
承
願
い
ま
す
︒

（
更
岸
中
央
）

中

島

琉る

な月
　
さ
ん

渉
さ
ん
・
朱
里
さ
ん
の
長
女

（
新
地
通
７
）

伊

藤　

ト
モ
ヱ　
さ
ん
（
97
歳
）

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，４９５ 人  （＋ ２）

（令和８年 8 月 31 日現在）

㊚１，２８３ 人 （± ０）
㊛１，２１２ 人 （＋ ２）

--- 世帯数 ----------------
１，４１２世帯（－ ２）

11/2
・町道民税（５期）
・国民健康保険税（５期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
へ

合
同
会
社
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
浜
頓
別　

様

︵
寄
付
額
︓
１
０
０
万
円
︶

鶴
居
村　
　
　

草

刈

直

文　

さ
ん

北
広
島
市　
　

草

刈

泰

弘　

さ
ん

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

︽
香
典
返
し
と
し
て
︾

新
地
通
７　
　

伊

藤

典

明　

さ
ん

︽
社
会
福
祉
の
た
め
に
︾

雄
信
内　
　
　

㈱

阿

部

組　

様

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

南
川
口　
　
　

須

藤

昭

子　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

振
老　
　
　
　

藤

澤

京

子　

さ
ん

北
川
口　
　
　

石

本　

チ
ヨ
子　

さ
ん

藤

澤

藤

澤

藤

澤

昭

子

京

子

　

チ
ヨ
子　

さ
ん

♪
い
つ
も
﹁
広
報
て
し
お
﹂
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
広
報

担
当
の
菅
野
で
す
︒

♪
マ
チ
の
話
題
に
掲
載
し
た
﹁
た
の
し
い

化
石
教
室
﹂
で
は
︑
金
槌
と
鏨
の
扱
い
に

苦
戦
す
る
子
ど
も
た
ち
を
手
伝
う
形
で
︑

少
し
だ
け
作
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
︒
う
っ
か
り
化
石
を
真
っ
二
つ
に

割
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
し
た
が
︑
断

面
か
ら
方ほ

う
か
い
せ
き

解
石
化
し
た
内
部
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒
こ
れ
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

の
殻
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
︑

周
囲
か
ら
様
々
な
影
響
を
受
け
て
化
学
変

化
を
起
こ
し
︑
長
い
時
間
を
か
け
て
置
き

換
わ
っ
た
も
の
で
す
︒
カ
ナ
ダ
の
ア
ル

バ
ー
タ
州
で
は
︑
虹
色
の
き
ら
め
き
を
得

た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化
石﹁
ア
ン
モ
ラ
イ
ト
﹂

が
採
掘
さ
れ
︑
宝
石
と
し
て
珍
重
さ
れ
て

い
ま
す
︒
遠
い
未
来
で
︑
私
た
ち
の
身
の

回
り
の
も
の
は
ど
ん
な
形
で
発
見
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
︖

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依

頼
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑
企
画
商
工
課

広
報
情
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

Google Play
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから︕

（アットインフォカナル）

防災情報配信システム

▲アンモナイト化石の断面

　

地
域
貢
献
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒
地
域

振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

地
域
貢
献
企
業
　
　

地
域
貢
献
企
業
　
　

　
　
　

　
　
　 

　
の
ご
紹
介

の
ご
紹
介

︽
第
４
回
天
塩
川
し
じ
み
ま
つ
り
・
会
場
整

備
へ
の
協
力
︾

・
幌
延
河
川
事
務
所
工
事
安
全
連
絡
協
議
会

︵
堀
松
建
設
工
業
株
式
会
社
︑
興
北
建
設
株

式
会
社
︑
株
式
会
社
メ
イ
ク
︑
株
式
会
社
瀬

越
組
︶

・
天
塩
地
域
農
業
開
発
事
務
所
工
事
安
全
管

理
対
策
協
議
会
︵
株
式
会
社
瀬
越
組
︑
菊
地

建
設
株
式
会
社
︶

・
山
高
建
設
工
業
株
式
会
社

▲ 8 月 26 日に行われた感謝状贈呈式


